





ソビエ ト会計 においては,い わゆ る帳簿組織 に相当す る ものは会計形態
《中opMa6yxrg刀TepcKoroyqe『a》とよばれている。 ソ連 の会計 辞典 に」これぱ
この会計形態は 「計算記 録 とその相互 関連 の構造 であ り,ま た計 算記録方法 と
その首尾一'貫性 を保 障す る もの 」で あ ってピ「それ は計算技術 の発展 に応 じて
1)
不断 に改 良 されて い く」 と規 定 され てい る。 た しかに,ソ 連社会主義 建設の一
定の社会的繍 的諸条件のも民 各勘 会計嚥 力融 甑 それらは注
エト社会蟻 蝶 で採用さポ きたし:斑 も酬 されている・今日・こ抱
の主要な会計形態と しては,① 仕訳指図書式形態,② 日記元帳式形態,③ 集計
ロ
表式仕訳指図書形態,④ 穿孔 カー ド式会計報告書作成形態,⑤ 自動式会計報告
書作成形態がある。 これらの うち,①,②,③ の会計形態はすでに紹介されて
　 ラ も
いるが ④,⑤ の会計形態についてはい まだ紹介がなされていない。④,⑤ の
会計形態 は,近 年における計算機,電 子計算機な どの計算技術の発達による会
計業務の機械化,自 動化 とい う社会的経済的諸条件の もとで開発 されてきた も
のであ る。
そ こで,本 稿で は,す でに紹 介 されて はい るが最初の仕 訳指 図書式形態に ま
で遡 って,初 期 の会計形態 か ら最新 の会計形 態 にいた る までの ソビエ ト帳簿組
織 の発展 過程 を,ソ 連 で定評 のあ るマ カロフ 《B.r.IVSaKaPOB》の会計学教科書
3}
(改訂増 補第3版,1983年刊行)か らみて い くこ とに したい。
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1仕 訳指図書式形態
仕 訳 指 図 書 式 形 態 《M・M・P":・{・P配p…aφ ・pM・》 は ,1928-3。年 に 開 発 さ
れっ1946年 の 「企 業,経 済 組 織 の 会 計 上 の 証 遅 書 類 と記 帳 に 関 す る 規 程 」 《n()-
JomeHMeo五〇KyMeHTaxu3anvacflxB6yxranTepcKoMygeTenpeAnpHf1TMtiKxo3H声_
cTBeHHblxopraHH3aH哺》(ソ 連 邦 財 務 人 民 委 員 部 承 認)に よ
っ て 最 終 的 に 確 立
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仕 訳指 図書式 形態 は図1の よ うにな る。 この形 態 の もとで は,第1に,証 遇
書 類 くAoKyMeHT》また は特 別 の計算 表で あ る累積 計 算表 《HaKon"TeJlbHaHBe一
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noMocTb》(表1)と区分計算 表 《rpynnvapoBoqHaflBeAoMocTb》(表2)の合計 額
に も とつ い て,仕 訳 指図 書 《MeMOPManhHbMopnep》にお いて仕 訳が お こ なわれ
る。 仕 訳 指 図 書 の様 式 は表3の よ うにな って い る。 表3は,基 礎 資料 と して
No、3の賃 金支 払 表 に も とつ い て,仕 訳 が仕 訳 指 図 書 で お こ なわ れ た こ とを示
して い る。 なお,基 礎資 料 は仕訳 指 図書 に添付 され る。 仕訳 指 図書 には規定 の
番 号(例 えばNo.31)がつ け られ,1ヵ 月 に1つ の 仕 訳 指 図書 を同種 取 引 の各














貸 方 勘 定













(出所)ス ム ツ ォ フ 著,202頁 。
7.832 9476.279
第2に,仕 訳 指 図 書 か ら 登 録 帳 簿 《perlicTpaKMoHHblVa)KypHan》と元 帳 《rnaB-
IlaHKHHFa》と に 記 入 が お こ な わ れ る 。 登 録 帳 簿 の 様 式 は 表4の よ に な っ て い る 。
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表219_年1月中の原材料勘定貸方に関する区分計算表
借 方 勘 定 第1倉 庫 第2倉 庫 合 計
基 本生 産 勘定
鍛 冶職 場 … …
機械 職 場:一… ・











補 助 生 産 勘 定
器 具 職 場 一 一ー16,8198,31725,136
設 計 職 場 一… 一一'9,6i63,41513,031
等
合計 、'一 …;i戸 「 一"514,321-一「 厄 運
(出所)ス ム ッ ォフ著,203頁。
表3仕 訳 指 図 書(th.31)




































第3に,元 帳 にもとついて,取 引 を総括的 に把握する総合計算のための取引
一一ー ソ連 における帳簿組織の発展 一一
表4登 録 帳 簿
(19_年1月中)亟
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(出所)マ カ ロ フ著,211頁。
計 算 書 《060poTHaflBefloMocTb》が 作 成 さ れ る 。 こ の 取 引 計 算 書 は 経 営 活 動 の 分
析 に 役 だ つ よ う に 碁 盤 式 取 引 計 算 書 《ulaxMaTHaflo60poTIIaflBeaoMOcTb》(表
6)の 様 式 と なbて い る 。 そ し て,こ の 総 合 勘 定 取 引 計 算 書 に も と つ い て バ ラ












































」月 の 合 計9,4]7437,800572,341
(出所)ス ム ツ ォ フ 著,245頁 。







































借 方 合 計
12 3 4 56 7 89
1 i固 定 資 産 lI
2 原 材 料
3 決 済 勘 定 1:







5 完 成 生 産物


















7 損 益 一
8
納入者 ・請負
者 と の 決 済 24,000
一9 労働者 ・勤務員 と の 決 済
{
[
貸 方 合 計 一一一26 ,00024,00061,00025,000-1,50020.00035,000一 192,500
(出所)マ カ ロ フ著,93頁c
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括的に把握す る総合計算部分は登録帳簿 と元帳での帳簿記入でおこなわれる。
他方,こ れに対応す る取 引の内訳 を把握する分析計算部分は,カ ー ドを使用 し
てつ ぎの ようにお こなわれる。
第1に,仕 訳指図書 に添付 された基礎資料か ら,各 種取引についての カー ド
に記入が直接お こなわれ る。カー ドはカー ド箱 《KaPTOTeKa》で整理 され保管 さ
れる。月末には,そ れぞれのカー ドか ら当該総合勘定の内訳 を示す分析計算の
ための取引計算書が作成 され,そ れはさきの総合勘定取引計算書 と照合 される。
第2に,現 金については,証 愚書類に もとついて,現 金出納帳 《KaCCOBaH
KHHra》に特別の記入がお こなわれ,そ こか ら元帳へ転記 される。
なお,倉 庫で材料在高の変動 を物量計算のみで把握 し,そ の貨幣計算 は会計
係でお こなうとい う材料 の残高計算法 を採用 してい るときには,材 料 について
は,証 愚書類 に もとついて残高取引計算書 《canbfloBafl'060poTHaflBeAoMocTb》
(表7)を 作成 し,そ こか ら,総 合取引(残 高)計 算書 《CBOAHafiO60POTHafi
(caＬbＬLOBaH}BeAOMOCTb》が月末に作成 される。
表7原 材料の残高取引計算書





{ルー ブル) 数 量 金 額
1'








合 計 一 一
(出所)マ カ ロ フ著,96頁 。
40,000 34,000
以上のような仕訳指図書式形態は,つ ぎのような特徴をもっているといわれ
ている。それは,そ の記帳と構造が比較的簡単であ り,計算 と記帳の技法をす
ばや く習得できるということである。このため,こ の会計形態が創出された初
期には」それはこれまでの帳簿組織 と比較 して大 きな優位性 をもっていた。 し
か しながら,分析計算の業務量を削減 しつつ分析計算を総合計算と同 じ程度に
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重視すること,基礎資料からで きるだけ直接にバランスと報告書を作成するこ




作成までの間に多 くの手続を要 し,「現金取扱業務 に関する規則」を初めとす
め
る多 くの会計法規に もとつ く記入 をしていたか らで ある。
そこで,仕 訳指図書式形態の こう した欠点 を取 除 くため に,つ ぎの集計表式
↓1:訳指図書形態が考案 されてい ったのである。
なお,日 記元帳式形態 《{1}OPMaY)KypHan・MaBHa兄"》は仕訳指図書式形態の変
種であ り,そ れは小規模経営の企業(例 えば小規模 なソフホーズとコルホーズ
い
な ど)や 予算施設で採用 されている会計形態であ る。 、
2集 計表式仕訳指図書形態
集計表式仕訳指図書 形態 《)KypH.a.1[bllo・o餌eplla只φopMa》は,1940年代初期の
ソビエ ト会計学 とその実務 によって開発 された会計形態である。
集計表式仕訳指図書形態 は図2の ようになる。 この形態の もとでは,第1に,
特殊な集計表である集計表式仕訳指図書 《>KyPHa"-ePAep》において,証 愚書類
または累積計算表 と区分計算表に もとつ いて,組 織的 な記録 と暦 日的な記録が
同時 にお こなわれ る。集計表式仕訳指図書の様式 は表8の ようにな っている。
表8は,決 済勘定の貸方合計 とそれ に対応する諸勘定の借方金額 を示 している。
第2に,集 計表式仕訳指図書1こもとついて,月 末に元帳へ転記がおこなわれ
る。集計表式仕訳指図書形態の もとでの元帳 の様式は表9の ようになる。表9
は,基 本生産勘定の借方金額の内訳 と貸方合計お よび当該勘定の残高 を示 して
いる。この場合,借 方金額の内訳 は各勘定の貸方 に関す る集計表式仕訳指図書
の金額 と対応 し,貸 方合計 は基本生産勘定の貸方に関する集計表式仕訳指図書
の合計 と対応 している。つ まり,さ きの碁盤式取 引計算書(表6,)に おいて点
線で示 した縦の行の部分 が,1各勘定の貸方に関す る集計表式仕訳指図書であt),
一 一ソ連における帳簿組織の発展一 15
図2




他方,波 線で示 した横の行の部分が,集 計表式仕訳指図書 の もとでの元帳の各
勘定 となる。その さい,集 計表式仕訳指図書 が貸方標識 を中心 とする理由は,
「企業 における経営財産お よび経営財源 の変動 を生ず る大多数の経営活動,と
くに経 営財 産の運動 が一定の勘定 め貸方 か ら(流 出)他 の勘定の借 方へ(流
6)
入)と 反映 され る」 か らである とされている。
第3に,元 帳 にもとつ いてバ ランスが直接 的に作成 され,集 計表式仕訳指図
書に もとつ いて報告書 が作成 され る。 このため,仕 訳指図書式形態の もとでの
仕訳指図書,登 録帳簿,取 引計算書が省略 され,そ の結果,記 入の重複がな く
なると同時 に,会 計業務が軽減す る。.,・
第4に,現 金につ いては,証 患書類 に もとついて,現 金出納帳 に特別の記入
がお こなわれ,そ こか ら現金勘定貸方 に関す る集計表式仕 訳指図書 に記入 され,















































(出所)マ カ ロ フ 著,216頁 。
その後に元帳へ転記される。
第5に,集 計表式仕訳指図書の様式 をそれぞれの勘定の特質に見合ったもの
に作成すれば,可 能なかぎり,取引 を総括的に把握する総合計算部分 とそれに
対応する取引の内訳を把握する分析計算部分 とが結合することになる。よって,
総合計算 と分析計算を同時におこなうことが可能 となるが,と りわけ,経営管
理に必要なデータを収集するために,分析計算項 目が多くなる複雑な勘定につ
いてのみ,そ の分析計算部分はカー ドを利用 して独自におこなわれる。カー ド
はカー ド箱で整理 され保管 される。月末には,カ ー ドから分析計算のための取
引計算書が作成 され,そ れは元帳と照合 される。
以上のような集富表式仕訳指図書形態は,つ ぎのような特徴 をもっていると
いわれている。 まず,そ れは,総合計算部分 と分析計算部分と結合 させ るとと



























勘定 の 貸方 か ら
集計表 式イ1.訳指図書:
{No_)によ るN6:70
勘 定の 貸方か ら
乱 、:・1・表 式 仕 訳 指1'R卜1肖=
(No_)に よ るNo_,
























































・ 一 一 一 ■」
(出所)マ カ ロフ著,216頁。
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7)
関す る会計法規 が減少す るとい う特徴 をもってい る。
しか し他方,集 計表式仕訳指図書形態 には,つ ぎの ような問題があ る。それ
は,そ の記帳 と構造がかな り複雑であ り,計 算 と記帳の技法 を簡単 に習得で き
ない とい うこ とであ る。 しか も,当 該会計形態 は人び との手による記帳 を前提
とした ものであ った。 しか しなが ら,そ の後の計算機 の発達 と普及 は会計形態
を根本的に変化 させ るこ とにな り,つ ぎの穿孔 カー ド式会計報告書作成形態が
考案 されていったのである。",'
.3穿 孔カード式会計報告書作成形態
穿孔 カー'ド式 会計報 告書 作成 形態 《Ta6」lu・IHo・"ep(PoKapToqHafl(bopMa》は,デ
ー タ処理 を穿孔 力ニ ド 《nepΦOKaPTa》(図3)でお こ ない,記 録 を表 《Ta6Axua》
で示 し,会 計 業務 を穿孔 計 算機 《IlepdiopalmoHHaflBblqnc』nTe"bHaHMaHIHHa》に
よっ'て機 械化 す る とい う会計形態 で ある。 この形 態 は,1950年代 末 に,モ スク
ワ,カ リーニ ン,ネ ベ ル ドロ フス クの企 業 で最 初 に採 用 され た。 これ まで にみ
て きた仕 訳指 図書 式形態,集 計表 式 仕訳指 図 書 形態 の もとで も,会 計業 務の1
部 分 はす で に機 械 化 されて いた が,会 計 業務 の 大部分 は人 び との手作 業 であ っ
た。 だが,穿 孔 カ ー ド式 会計 報告 書作 成 形態 の も とで は,会 計 業務 は一 貫 して
機械 化 され る こ とにな る。
図3
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{出所)マ カ ロフ 著,175頁。
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穿孔 カ ・ーpド式会計報告書作成形態 は図4の ようになる。.この形態 のもとでは,
第1に,会 計上の証懲書類のデ ーー タが証週書類受領帳簿 《}KyPHannpneMKvaAOKy-
MeHTOB》に記入 され る。 この帳簿 は証懸書類 の保全に役 だつ と同時に,そ こ
で計算機 での記帳の照合のために統括番号が登録 され る。証愚書類受領帳簿の
様式は表10のようになってい る。 一;
図4、
一 一 一 一,,一 一,一 口 工 ー ー 一 一 一 一.-i
不 変 的,標 準
的,照 合 的 ・ll`i
報 の 証 浬、,ll:類
一 誠 恐`1{:類の 処Jiillとデ ー タの反映
〈 一一一〉 照 合
{出所)マ カ ロフ著,220頁。
第2に,登 録 済の護 憲書 類 の デー タは,穿 孔 カー1ド上 の穿孔 に よ って 示 され
る。 この ため,穿 孔 力三 ドは,穿 孔 の ため に,普 通,カ ー ド ・パ ンチ とよば れ
る穿 孔機 《nepφopaTop》に人 る。つ ぎに,穿 孔 が正確 で あ るか どうか を点検 し,
カー ドを統括 す るため に 、パ ンチ され た穿孔 カー ドは,.普通,.カー ド ・リ、一 ダ
・一とよば れ る統制機 《KOIITPOＬlbHnK》に まわ され る。.、 ・1E
ところで,穿孔 カ ー ドは2種 に大別 されて い る。1つ は,可変 穿孔 カー ド《lle・
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peMeHHaflnepφoKapTa》また は1回 の穿孔 カー ド《pa30BaHnepφoKapTa》とよば
れ る もの であ り,も う1つ は,不 変穿孔 カー ド 《皿ocTo朋HaHepΦoKapTa》また
は照A穿 孔 カー ド 《cnpaBoqHa"fiep(boKapTa》とよばれ る もので あ る。可 変 穿 孔
カ ー ドは取引 のデ ー タ を示 し,さ きの会計 上 の証 想書 類 か らえた基 礎資 料 を反
映 す る カー ドで あ り,会 計 業務 の流 れの なか で主要 な役割 を担 う もの で あ る。
他方,不 変穿孔 カー ドは,不 変 的,標 準的,照 合 的情 報 の証懸 書 類 か らえ る支
出 ノルマ,価 格,計 画資 料 な どの標準 的 デー タを示 し,照 合 と決 済 に さい して
利用 され る カー ドで あ る。 そ こで,不 変的,標 準 的,照 合 的情 報 の 証愚 書類 の
デ ー タは,不 変 穿孔 カー ド上 の 穿孔 に よ って示 され る。 この た め,不 変 穿孔 カ
ー ドもカー ド ・パ ンチ に 入 り,つ いで,カ ー ド ・リー ダー に まわ され る。
表10証愚書類受領帳簿
証 愚 書 類
受 領 日 付








第3に,可 変 穿孔 カ ー ドに もとつい て,総 計 穿孔 カ ー ド 《HTomBaHnepφo-
KapTa》と残 高穿孔 カ ー ド《ca"bJloBaHnepΦoKapTa》が 作 成 され る。これ ら2つ の
カ ー ドの デ三 夕は,の ち にふ れ る各種 の単 表 《Ta6yＬffrpaMMbl》の作 成 の ため に
活 用 され る。 す なわ ち,総 計穿孔 カー ドのデ ー タは,長 期 間(通 常,四 半期,
年 間)の 総合 的 な資 料,報 告,記 録 の単 表 の作 成 に役 だつ もの とな り,ま た,
会計 期 首にお け る各勘定 の残 高 を示 した残 高穿孔 カー ドの デー タは,総 合 的 な
記録 と報告 の単 表,総 合計 算 と分析 計算 の 日録 の単 衣 の作 成 に役 だつ もの とな
る。 こ うして,会 計 取 引の デ ー タは穿孔 カー ド上 に蓄積 され る。
第4に,穿 孔 し点 検 された穿孔 カー ドは,普 通,ソ ー ター と よば れ る分類 機
《copTvapoBa.!tbHafiMalll"Ha》に入 り,さ らにそ こか ら記録機 《Ta6ynmop》に まわ
され る。穿孔 カ ー ドに穿孔 された デー タは記 録機 に よ って 処理 され,そ の結 果,
つ ぎの よ うな単 表が 記録 機 か ら産 出 されて くる。 す なわ ち,総 合 的 な記録 と当
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座 報 告 の 単 衣 《Ta6yAArpaMMb!cBonH』lxnoKyMeHToBHTeKy阻uxoTqeToB》,総合
計 算 と分 析 計 算 の 目 録 の 単 表 《Ta6ynfirpaMMblperHcTpoBcnHTeT"9ecKorouaHa-
rmTMgecKoroyqeTq》,取引 と残 高 の 計 算 書 の 単 表 《Ta6ynarpaMMblo60PoTHblxH
canbZtOBblxBeAoMocTeti》で あ る 。
第5に,こ れ ら の 単 表 に よ っ て,総 合 計 算 部 分 と分 析 計 算 部 分 の 計 算 が お こ
な わ れ る 。 そ れ は,可 変 穿 孔 カ ー ド(1回 の 穿 孔 カ ー ド,総 計 穿 孔 カ ー ド,残
高穿孔 カー ドのすべてのカー ド)と 不変穿孔 カー ドとの処理 によって 自動的に












































各総合勘定別の借方取 引 と貸方取引は,総 合計算 目録の単表に示 される。 こ
の単 表の様式 は表11のようになっている。表11は,バランス勘定 と しての現金
勘定借方の1ヵ 月間の金額が,当 該勘定に対応する番号で示 された貸方勘定
(バランス勘定 と補助勘定)の 内容によって反映されている。必要な場合には,
貸方勘定の内容はその補助勘定でより詳細に示すこともできる。機械化によっ
て作成 されたこうした総合計算 目録の単衣は,総合計算の借方取引 と貸方取引
を示す元帳となる。 さらに,い っそう詳細な情報を収集する必要があるときに
は,各 総合計算 目録に対する分析計算 目録の単表が作成 される。この単表の様
















































































































ってい る。い ま,現 金勘定 の解読表 を挙げれば,そ れ は表12のようになる。1
第6に,F総合計算 目録の単表 を集計す ることに よって,取 引計算書の単表 と
しての取引のバ ラ ンス 《060POT}ibiti6anaHC》が作成 され る。 その様式 はこれ ま
での慣習的な構造 と同 じである。取引のバ ランスの合計 は,計 算の正確性 を確
保す るために,証 褒書類受領帳簿 と照合 され る。取引のバ ランスは,総 合計算
部分の総体 を把握するために利用 され る。取 引のバ ランスには,各 総合勘定 の
補助勘定の暗号がつけ られている(表13参照)。それ は,',多くの勘定別のデー
タを詳細 に示す残高計算書 の単表 としての,残 高 のバ ランス 《canbAOBbln6a-
AaHC》を作成す るためにあ る。 こうして,バ ラ ンスの作成 は終る。
表1319_年3月中の取引バランスの解読表
月 初 め の 残 高 月 間 の 取 引 月 末 の 残 高
暗号 1
借 方 貸 方 借 方 貸 方


















































第7に,総 合計算 目録 と分析計算 目録の単表 を初め と して,総 合 的な記録 と
当座報告 の単表,報 告指標のためのその他の特殊 な単表の デー タにもとついて,
報告書が作成 される。 ・ 、・1、.i.t∴,'1,1
ソビエ ト帳簿組織 の改善に とって貴重 な第,1歩となった穿孔 力rド 式会計報
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告書作成形態 は,つ ぎの ような特徴 をもっているといわれている。
① 穿孔計算機 を利用す ることによって,会 計デー タ処理の機械化の水準 は
引上げ られる。 、.、,・
② 証遇書類→穿孔 カ …ー一・ド→単表 とい う3段 階 を通過す ることによってiこ
れ までの カー ド,帳 簿への記入は不要 とな り,会 計 プロセ スは簡略化する。
③ 標準的,照 合的データを示す不変穿孔 カー ドを利用することによヴて,
計算 と照合,〉業績評価,計 画化 との関連が密接 になる。




⑥ 計算機 を利用するこ とによって,決 済 を正確 におこな うことがで きるよ
うにな り,会 計の質が改良 される。
⑦ 会計担 当者の労働 生産性が向上 し,会 計の労力が いち じる しく削減する。
⑧ 記帳,記 入,`決済の業務の相当量か ら,会 計担当者は解放 される。　
⑨ 穿孔カー ドが第1次 的情報の発生場所 となり,そ こに集計 ざれた指標に
もとついて計算がおこなわれるため,会 計計算,業 務技術計算,統 計計算とい
8)
う3種の経済計算が結合する。
しか しなが ら1穿孔力;ド式会計報告書作成形態の もとでは,」計算の総合的
機械化はまだ達成 されていない。元唖 鞠 を作成 し,証糖 類受嶺帳簿への言己






自 動 式 会 計 報 告 書 作 成 形 態 《Ta6∬H・IHo・aBToMaTli3HpoBaHllaflφopMa》'は,電子
計 算 機 《9AeKTpoHHafiBbluzCAHTeAbHaflMalllnHa,略し て3BM》 の 発 達 と普 及 の
一 ソ連における帳簿組織の発展一 一25
もとで出現 した会計形態である。 この形態の もとでは,∂BMを 中心 と して会
、
計プロセスをすべて自動化 し,各種の計算表と報告書はDBMか ら連続用紙 《
ビ
Malllva]lorpaMMb1》と して産出 されて くる。穿孔 カー ド式会計報告書作成形態 と比
較す ると,自 動式会計報告書作成形態 は,計 算がいち じる しく敏速 となること
か ら,会 計情報処理 とバラ ンス,報 告書の作成 を一段 と速める。 また,経 営活




・伝 達 末 端 装i置 《fiepM(1}epniHoeyeTpoticTBoaBToMaTHqecKoroc60paH皿epeltaqH
KH・b・PM・Hma》が綿 される・この描 装置は鵠 内の各螂 門・剛 力0幽
所,完 成生産物産出場所などの業務 ・作業責任場所別に設置される。そ しそii
!il
,・ 、 、¶ ・
生動 の種類別と作業別の生鶴 崎 料嘩 軌 完成鍋 の発送などの蹄1
に関する第壊 的騨 槌 動鯛 又牛 嘩 されるほ た・穿孔ガ ド式会計
報告書作成形態と異なって,照 合的情報は3BMに すべて産入されてお り,そ
れは必要に応 じて部分的に取替えることができる。そ して,す べての会計情報
も ∂Bivsに産入 され,情 報は円盤型の磁気テープに記憶 され る。新 しい情報 は
3BIVSにすみやかに産 入 され,古 い情 報 はSBMか らただちに産出 されて,必
要 に応 じてす ぐに利用 で きるように磁 気テープに保存 されることになる。
自動式会計報告書作成形態 は図5の よ うになる。 この形態の もとではピ第1
に,情 報が 自動 的に収 集 され る取引につ いて は,各 現場 に設置 されているそれ
ぞれの情報の 自動収集 ・伝達末端装置 によって把握 され,i'[収集 ざれた会計情報
は,普 通,磁 気 テープ装置 とよばれ る情報保持機 《MamHHHH拍OCHTeＬb田1φop-
MallHH》に伝達 される。.'tL、 .∵
第2に,情 報が 自動 的に収集で きない取引 につ いては,通 常使われる会計上
の証愚書類 に よって把握 され,収 集 された会計情報 は,・普通輌端末装置 とよば
れ る情報保存機へ の手動記 入装置 《ycTp砿crBopyqHo貢3anHcHHaMa四HHble「
IIOCHTe朋HHφOPM組HH》を介 して`磁 気 テ一一"プ装置 に伝達 される。同様の方法 で,
不変的,標 準的,照 合的情報の証愚書類 から収集 した会計情報 も・,情報保持機
26
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一 一 一 → レ 手動 式 の 情 報 伝達 ・処 理
一ー一:;・一ー一≒>r働 拭 の 情網 公達 ・処 理



























バ ラ ン ス と
・'報告 書 .
に送 られ る。:`』..t.
1第3に,・情報保持機 に集約 された会計情報 は,普 通,コ ンピュー タ本体 とよ
ばれる電子計算機 《3BM》に移 され,産 入 された会計情報 は9BMに よって処
理 され る。 この情 報処理 はSBIViのシスデム ・プログラムに もとつ いてお こな
われ・,1そのプロセスは 自動的 に制御 され,正 確性 も自動 的に照合 される。処 理
された情報 は,会 計 と管理,経 営分析 などに とって必要 な各種 の連続用紙 に反
映 されて,3BIVS,から産出 されて くる。
・第4に ,各 種の連続用紙 に反映 される通例 の最終的情報 とともに,自 動式会
計報告書作成形態 は,各 種の会計情報 をデ ィスヴ レイ 《AHcn・"eti》、に よって画面
に映 しだす ごとがで きるδ映 しだされた情報 か ら,点 検 を目的 と した会計 プロ
セ スやその中間的結果 を知 るこ'どが可能 とな るδ また,デ ィスプレイを 介 して
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⑨BMと の対 話 もで きる。 ..f`∵;・t
第5に,3BMを,普 通,プ リ ンター とよば れ る装 置 《a"abaBMTAo-qli(PPoBoe
neKaTaroLueeydTpoticTB()J略してA耳nY》 と連結 させ る こ とに よ って,総 合 的
な記 録 総 合 計算 と分析計 算 の 目録,取 引 と残 高 の計 算書,バ ラ ンス と報 告 書
の一 連 の連続 用紙 が,プ リン ターか ら産 出 され て くる。 この 産 出 はす べ て機 械
化 ・自動化されている.したがっ℃ 一勘 違続用繍 こ融 詰 た会縮 報は,
経営管理のため に即座 に活用で きることになる。,,,
これ までの会計形態 と比較す ると,自 動式会計報告書作成形態 は,つ ぎの よ
うな優位性 を もってい るといわれている。
① すべての会計 情報のSBMへ の麗人か ら,必 要 とする計算表 と報告書の
作成 にいたる までの処理は,1回 でお こなわれ る。 ・・li
② 会計情 報のみな らず,膨 大な取引 につ いての情報 も自動的に処理 され,
情報の収集 ・処理の範囲はいち じる しく拡大す る。
③ 人 びとの手に よって記入 される累積計算表,区 分計算表な どの作成 は不
要 となる。なぜ な らば,∂BMは 証葱書類のすべての情報 を記憶 し,保 存 して
お り,必 要 に応 じて,そ の情報 を産出す るか ら。
④3BMの 活用 は会計情報処理 をいち じる しく加速化 させ,会 計情報の適
時な確保 と報告書の敏速 な作成が可能 となる。
⑤ 事前に策定 されたプログラムによる3BMの 作動 は,計 算書の作成 と報
告書指標の確保 にとって必要 な情報処理 をすべ て 自動化す る。
⑥ デ ィスプレイ を活用す ることに よって,画 面 を通 じて3BMと の対話 を
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